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１。はじめに

文献の相互利用件数は、毎年増加の傾向に

ある。近畿病院図書室協議会発行（以下「協

議会」と略す）の『図書室年次統計調査報告

書』によれば、平成３年度～平成７年度の過

去５年間に総件数で５．９倍に、１機関にあた

りの平均件数でも３．０倍に増加していること

がわかる（表１）。

謝絶件数もこれに比例して増加していくこ

とが予想されるが、山室氏の報告「文献相互

貸借の謝絶理由の分析」によれば１）、協議会

発行の雑誌所在目録の不備が原因での謝絶は

全体の４８％となっている。したがって総合目

まえ だ もと や： 西淀 病院 図書 室
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録が改訂されれば、謝絶件数は現在より大幅

に減らすことができるはずである。

これ以外の謝絶理由としては、以下の３点

が挙げられている。

①目録の所在確認の誤り

②依頼を受けた図書室の事情（貸出中・製

本中・廃棄・紛失など）

③書誌事項の不備

などである。②に関しては一定やむを得ない

こともあるだろうが、①③に関しては作業を

注意深くおこなうことや、書誌についての理

解を深めることで解決することができる課題

といえる。

ここでは、主に③について、利用者から依

頼を受けた文献の書誌事項に不備があった場

合、特に雑誌名の同定についてどのようにす

れば正確な誌名を確認することができるのか

について、以下にまとめてみた。

２。誌名について

図書館における目録作成方法の統一をはか

るために、細部にわたって成文化された基準

文献相互利用（中込件数） 【表１】
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一日本目録規則（ＮＣＲ）で は、「誌名は逐次刊

行物の各巻号に共通する代表的な名称を記載

する」とある。

通常、私たちは利用者から相互貸借の依頼

を受けたとき、雑誌所在目録で所蔵館を確認

している。しかし、中には依頼された誌名が、

目録に掲載されていないヶ－スもあり、その

対応には苦慮する場合がある。

その際には以下のことを考慮しながら誌名

を同定していくことが必要である。

（１）異誌名

雑誌には複数の誌名を持つ雑誌がある。異

誌名には図１のようなタイプがある。

日本目録規則では「雑誌・紀要類において，

前表紙，奥付，背，後表紙，目首に表示され

ている各誌名が異なるときは，共通する誌名

があればその誌名を，なければ前表紙，奥付，

背，後表紙，目首の優先順位にしたがってそ

の誌名を記載する」とある。

しかし，書誌によっては，誌名の採用の基

準が異なるようである『学術雑誌総合目録』

ではＩＳＤＳ（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｓｅｒｉａｌ Ｄａｔａ

異誌名タイフー覧

異誌名タイプ 内 容

晦標題紙標題

裏表紙標題

奥付標題

見出し標題

表紙標題

湖 膿 題

題字腐標題

原書名

親書誌標題

槻外標題

背表紙標題

標題紙標題

補完標題

部分誌名

翻訳標題

異誌名

初号の副標題紙に表示されている標題

初号の裏表紙に表示されている標題

初号の奥付に表示されている標題

初号の見出しに表示されている標題

初 号の表紙に表示されている標題

特定 碍 こ表示されている標題

初号の題字欄に表示されている標題

翻訳原本の標題

表紙以外に表示された共通誌名，一貫性のな

い共通誌名あるいは不安定な共通誌名

初号の各ページの欄外４こ表示されている標題

扮 号－の背表紙に表示されている標題

初 号－の標題紙に表示されでいる標題

基本ｌ己入に探用 した標題に語を補足した形

基本記 入に採用した標題の一部分の みの形

純 己入に採用した標題哺 語 への翻訳形

上記以外の 異なる誌名

【 図 １ 】学術雑誌総合目録（和文編：１９９１年）

－３８

Ｓｙｓｔｅｍ）において、ＩＳＳＮと一対一に対応する

形で登録されている標題を誌名として採用し

ている２）のに対して、『医学中央雑誌（以下

「医中誌」と略す）』では、奥付に記載され

ている誌名を最優先して採用し、ついで表紙、

背、目首などで最も多く使われている標題を

誌名として採用している。

したがって同じ雑誌であっても、書誌に

よって誌名の表示が異なるようである。例え

ば、「Ｇａｓｔｒｏｅｎｔｅｒｏｌｏｇｉｃａｌｅｎｄｏｓｃｏｐｙ」は医

中誌では誌名として採用されているが、学術

雑誌総合目録では異誌名として扱われ、。「日

本消化器内視鏡学会雑誌」が誌名として採用

されている。

（２）誌名変更

医学雑誌はしばしば誌名変更される場合が

ある。単にＡ誌からＢ誌へ誌名変更する場合

だけではなく、Ａ誌とＢ誌が合併してＣ誌に

なる場合や、Ａ誌が分離してＢ誌とＣ誌にな

る場合もある。

特に、誌名変更された年やその前後の年で

は、目録の記載もまちまちになりやすいため、

注意が必要である。

（３）略誌名

医学雑誌の誌名表記には略誌名が使われる

ことが少なくない。紛らわしい略誌名につい

ては、書誌類を利用して、完全誌名を確認す

ることが大切である。

３。誌名の確認

（１）出典を確認する

誌名を確認するひとつの手段として出典を

確認することは重要である。

利用者からの中込形態はさまざまで、①手

書きのもの ②雑誌論文などの参考（引用）

文献を複写したもの ③データベース打ち出

しリストなどがある。手書きの場合は、出典

を参照することによって、転記の間違いや読

めない字、省略された参考文献リストなどの

不備な点を確認することができる。



〔 ア 〕

医学中央雑誌収載誌目録

ＡｎｎｕａｌＲｅｖｉｅｗ 血 液〔 Ｗ２９８６ 〕

①（ Ａｎｎｕ Ｒｅｖ 血液 ）．②（ 株） 中外医 学 社 ．③〒

１６２ 新宿区 矢来 町 ６２ 窒 ０３－３２６８－２７０１．④年 刊

ＡｎｎｕａｌＲｅｖｉｅｗ 呼 吸器 〔 Ｗ２９８７ 〕

①（ Ａｎｎｕ Ｒｅｖ 呼吸 器 ，② 株）中 外医学 社 ．③

〒 １６２ 新 宿区矢 来町 ６２ 屋 ０３－３２６８－２７０１，④

年刊

ＡｎｎｕａｌＲｅｖｉｅｗ 循環器 〔 Ｗ２９８８ 〕

①（ Ａｎｎｕ Ｒｅｖ 循 環器 ）．② （ 株）中 外医学 社 ．③

〒 １６２ 新 宿区矢 来町 ６２ ２ ０３－３２６８－２７０１，④

年刊

ＡｎｎｕａｌＲｅｖｉｅｗ 消 化器 〔 Ｗ２９８９ 〕

①（ Ａｎｎｕ Ｒｅｖ 消化 器 ），②（ 株）中 外医学 社 ．③

〒 １６２ 新 宿区矢 来町 ６２ ２ ０３－３２６８－２７０１．④

年 刊

ＡｎｎｕａｌＲｅｖｉｅｗ 神経 〔 Ｗ２９９０ 〕

①（ Ａｎｎｕ Ｒｅｖ 神経 ）．②（ 株 ）中外医 学 社 ．③〒

■１６２ 新宿区 矢 来町 ６２ 窒 ０３－３２６８－２７０１．④年 刊

ＡｎｎｕａｌＲｅｖｉｅｗ 腎 臓〔 Ｗ２９９１ 〕

①（ Ａｎｎｕ Ｒｅｖ 腎臓 ）．②（ 株 ）中外医 学 壮 ．③〒

１６２ 新宿区 矢 来町 ６２ 窒 ０３－３２６８－２７０１，④年 刊

ＡｎｎｕａｌＲｅｖｉｅｗ 内 分泌 ，代 謝〔 Ｗ２９９２〕

①（ Ａｎｎｕ Ｒｅｖ内 分 泌 ．代謝 ）．②（ 株）中 外医 学

社．③〒 １６２ 新宿 区 矢来町 ６２ 窒 ０３－３２６８－

２７０１．④年 刊

ＡｎｎｕａｌＲｅｖｉｅｗ 免 疫〔 Ｗ２９９３〕

①（ Ａｎｎｕ Ｒｅｖ 免疫 ）．②（ 株）中 外医 学 社 ．③〒

１６２ 新宿区 矢来 町 ６２ 雷 ０３－３２６８－２７０１．④年 刊

ＩＣＵ と ｅｃｕ〔 Ｗ０００２ 〕

①（ ＩＣＵ とｅｃｕ ）．②医学 図 書出版 （株 ）．③〒

１１３ 文京区 本 郷２－２８－１ 東 金 ピル 窒 ０３－３８１１－

８２１０．④月 刊 ，⑥ ０３８９－１１９４

ＩＯＬ〔 Ｗ２６０６ 〕

①（ＩＯＬ ），②（ 株） ミ クスプ ラ ンニ ン グ．③〒

５４１ 大阪市 中央区 平 野町 ３－１－７ 窒 ０６－２３２－

３４４０，④季 刊 ．⑤ １９９５年ｌＯＬ＆ＲＳ に改題 ．⑥

０９１３－７２７０

（ 別名 ）日本 眼内 レ ンズ学 会誌

【 図 ２ 】
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ＩＯＬ＆ＲＳ〔 Ｗ３３０６〕

①（ＩＯＬ＆ＲＳ）．②（株）ミクスプランニ ング．③

〒５４１ 大阪市中央区平野町３－３－８ 窒０６－２３２－

３４４０．④年４回刊．⑤１９９５年ＩＯＬ より改題．⑥

１３４１－３６７８

（別名）日本眼内レンズ屈折手術学会誌

ＲＡ＆ セラピー〔 Ｗ３３４５〕

①（ ＲＡ セラピー）．②（株）メディカルレビュー

社．③〒 ５４１ 大阪市中央区平野町 １－７－３ 吉田ビ

ル 窒 ０６－２２３－１４６８，④年 ４回刊．⑥１３４１－０５４７

アーユルヴェーダ研究〔 Ｗ０００５〕

①（ アーユルヴェーダ研）．②アーユルヴェーダ研

究会．③〒９３０－０１ 富山市杉谷２６３０ 富山医科

薬科大学和漢薬研究所内 ２ ０７６４－３４－２２８１．④年

刊．⑥ ０９１４－８２４８

アルコール医療研究〔 Ｗ２１６３〕

①（アルコール医療研）．②星和書店，③〒 １６８

杉並区上高井戸１－２－５２ ０３－３３２９－００３１，④季

刊．⑤１９９２年アルコール依存とアディクションに

改題

アルコール依存とアディクション〔 Ｗ３０５５〕

①（ アルコール依存とアディク）．②ヘルスワーク

協会出版部．③〒 １０６ 港区麻布十番２－１４－５－２０１

２ ０３－５４４３－４９６４．④年４回刊，⑤１９９２年 アル

コール医療研究より改題．⑥０９１６－８２５７

アルコール研究〔 Ｗ０００８〕

②日本アルコール医学会．③京都市上京区河原町通

広小路 京都府立医科大学法医学教室．④年４回

刊．⑤ １９８１年アルコール研究と薬物依存に改題，

⑥０３８９－４１１８

アルコール研究と薬物依存〔 Ｗ０００９〕

①（ アルコール研と薬物依存）．②日本アルコール

医学会．③〒 ６０２ 京都市上京区河原町広小路上ル

梶井町４６５ 京都府立医科大学法医学教室 団 ０７５

－２５１－５３４３．④季刊，⑤ １９９６年日本アルコール・

薬物医学会雑誌に改題．⑥０３８９－４１１８

アルコール代謝と肝〔 Ｗ２５２２〕

①（ アルコール代謝と肝）．②（株）東洋書店．③

〒 １６２ 新宿区矢来町９７ 窒０３－３２６９－２９６１．④

年刊．⑤１９９４年アルコールと医学生物学に改題

（編集）「アルコール代謝と肝」研究会

○アルコールと医学生物学〔 Ｗ３３８４〕

①（ アルコールと医生物）．②（株）東洋書店．③

『 医 学 中 央 雑 誌 収 載 誌 目 録 ’ ９７年 』

Ｉ
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また、参考文献の複写の場合でも出典を確

認することにより、その論文の前後（関連す

るテーマ、特集記事など）に同じ参考文献の

紹介がされているなど、正確な書誌事項を確

認する手段とすることができる。

最近では、ＣＤ－ＲＯＭ検索が普及するに伴って、

データベース打ち出しリストでの申込が増え

てきている。これは手書きや参考文献の複写

などと比較するとかなり正確な情報といえる

だろうが、残念ながら完全とはいえない場合

もある。

（２）各種書誌類の利用

１） 『医学中央雑誌収載誌目録』の利用

医学中央雑誌は、国内で発表される医学、

歯学、薬学及びその隣接領域における文献を

収録している二次資料である。

この医中誌集録雑誌に関する情報を一覧表

にした ものが 『医学中央雑誌収載誌目録』で

年１［亘］発行される。これには、①略（誌）名

②発行所，③所在地、④発行回数、⑤休・廃

刊・改題等，⑥ＩＳＳＮが掲載されている。１９９７

年版では、２３３４タイトルの雑誌 に関する情報

が掲載され、そ の他に休・廃刊さ れた６２４タ

イトルについても紹介されている。この目録

を利用して以下 のようなことができる。

ａ）誌名変更の確認ができる

図２の「アルコール医療研究」という雑

誌は１９９２年から「アルコール依存とアディ

クション」に誌名変更されていることがわ

かる。下記の依頼を受けたとすると，

例）岸本朗：気分障害における不安の様態，

アルコール医療研究，１２（１）：４４－５２，

１９９５

『現行所在目録９５年』（日本医学図書館

協会）では「アルコール医療研究」という

雑誌は掲載されていない。誌名変更が記載

されている総合目録でも，その目録に参加

している図書館がその雑誌を所蔵していな

ければ誌名の確認はできない。

４０

このような場合に『医中誌収載誌目録』

を利用すると便利である。１９９５年は「アル

コール依存とアディクション」という誌名

で発行されていることがわかる。

ちなみに、日本図書館協会発行の『現行

所在目録』では、その雑誌が誌名変更され

た年のみ継続後誌として、新しい誌名が表

示されている。

ｈ）紛らわしい略誌名の確認・完全誌名の

確認ができる

『医中誌収載誌目録』は、略誌名から完

全誌名を調べることもできる（図３）。例

えば、略誌名が“現代医”という雑誌の複

写申込を受けたとする。所在目録で調べて

みると、「現代医療」「現代医学」「現代

医療学」と誌名のよく似た雑誌があること

がわかる。相互貸借で文献を依頼するには

どの雑誌であるのか明確にしなければなら

ない。このような場合にも『医中誌収載誌

目録』を利用すると便利である。ただし著

者が勝手に略していることもあるので注意

が必要である。また、相互貸借では国内誌

略 名 コード 雑 誌 名

健康医

健文化研助成論集

健生病医報

健とｍ境

健人間

検診の世界

検と技

嫌気性菌感染症研

嫌気性菌感染症研
会 回講記録

原爆障害症ｍ研報

現代医

現代医療

現代医療学

現代とリハ

現代東洋医

現代のｍ臨

現代の診療

コ）

Ｃｏｍｐｌｉｃａｔｉｏｎ

Ｗ２５７７

Ｗ３３２１

Ｗ２２４６

Ｗ２７６８

Ｗ２７６９

Ｗ１９９８

Ｗ０５３３

Ｗ２０８３

Ｗ０５４６

Ｗ０５３５

Ｗ０５３６

Ｗ０５３７

Ｗ２７０３

Ｗ２４６７

Ｗ０５４１

Ｗ０５４２

Ｗ０５４４

Ｗ３４４４

健康医学

健康文化研究助成論文集

健生病院医報

健康と環境

健康人間学

検査診断の世界

検査と技術

嫌気性菌感染症研究

嫌気性菌感染症研究会 回講
演記録

原ｍ障害症に関する調査研究
報告書

現代医学

現代医療

現代医療学

現代とリハビリテーション

現代東洋医学

現代の歯科臨床（ ＤＥＮＴＡＬ
ＭＯＯＫ）

現代の診療

Ｃｏｍｐｌｉｃａｔｉｏｎ 糖尿病と血
菅

【 図 ３ 】 『医学中 央雑誌収載誌 目録’９７年』



の場合、完全誌名で記載する習慣になって

いるため（欧文誌の場合は、ＩｎｄｅｘＭｅｄｉｃｕｓ

で用いられている略誌名のままでもよい）、

紛らわしい誌名に関しては完全誌名を確認

をした方がよい。

Ｃ）発行所（出版社）の連絡先が表示され

ている

書誌に関する情報がどうしても確認でき

ない時は、直接、発行所に問い合わせをす

ることもひとつの方法である。この目録に

は発行所の所在地と電話番号が記載されて

いて便利である。

２）『ＬｉｓｔｏｆＪｏｕｒｎａｌｓＩｎｄｅｘｅｄ

Ｍｅｄｉｃｕｓ 』の利用

一

－

ｎ Ｉｎｄｅχ

『ＬｉｓｔｏｆＪｏｕｒｎａｌｓＩｎｄｅｘｅｄｉｎＩｎｄｅｘ

Ｍｅｄｉｃｕｓ』は、ＩｎｄｅｘＭｅｄｉｃｕｓに収載されてい

る雑誌の収載誌リストで、特に欧文誌の調査

には欠かせない。毎年発行され次のような主

要部分から構成されている。

①略誌名リスト（略誌名から完全誌名を調

べることができる）

②完全誌名リスト（完全誌名から略誌名を

調べることができる）

③主題別雑誌リスト

④発行国別リスト

ａ）略誌名から完全誌名が確認できる

Ｍｅｄｌｉｎｅで検索をすると、一般的に誌名

は略誌名で表示される。また、論文の末尾

に記載されている参考（引用）文献も、ほ

とんどの場合、略誌名で記載されている。

これらの略誌名をもとに所蔵館を調査する

ことになるわけだが、所在目録（総合・現

行とも）では、誌名は完全誌名が掲載され

ている。

多くの場合は、略誌名からでも完全誌名

を推測することは容易ではあるが、中には

判断が難しいものもある（図４）。こうい

った場合には『ＬｉｓｔｏｆＪｏｕｒｎａｌｓＩｎｄｅｘｅｄ

ｉｎＩｎｄｅｘ Ｍｅｄｉｃｕｓ』できちんと確認をして

４１
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相互 貸借依頼を行う必要があ る。

ｂ）「ｓｅｅ 参照（～を見よ）」を活用する

Ｉｎｄｅｘ Ｍｅｄｉｃｕｓ は発行国が アメリカであ

ることもあって、母国語が英語圏の利用者

を対象に編集されているようである。例え

ば、「医学研究」はＭｅｄｌｉｎｅ で検索 すると。

「ＩＧＡＫＵＫＥＮＫＹＵ」と表示される。これで は、

英語圏の人には理解できない。 『Ｌｉｓｔｏｆ

ＪｏｕｒｎａｌｓＩｎｄｅχｅｄｉｎＩｎｄｅχＭｅｄｉｃｕｓ』で

は、図 ５のように、英文誌名で紹介してい

るのと同時に、ｓｅｅ 参照（～を見よ）も掲

載している。

こ れをうまく利用すれば英語圏以外の雑

誌（例え ば、「医学研究」の英文誌 名は。

「ＡＣＴＡＭＥＤＩＣＡ」である）を、利用者から

英文誌名のまま依頼を受けて も、書誌の確

認を行うことができる。しかし残念ながら

Ｉｎｄｅｘ Ｍｅｄｉｃｕｓ に収載されていることが前

提で、すべての雑誌が対象とはなっていな

い。

３）学術雑誌総合目録（和文編・欧文編）

学術雑誌総合目録は、和文編（１９９６年）と

欧文編（１９９４年）がそれぞれに編集・発行さ

れている。これは医学に限らず、すべての学

術雑誌を対象にしたわが国最大の雑誌目録で

ある。

３）誌名変更の確認が容易にできる

誌 名変更された雑誌名を、“継続前誌”

“継続後誌”として紹介している。 例えば、

現在発行されている「日本消化器内視鏡学

会雑誌」（図６）は、「日本胃 カメラ学会機

関誌」→「日本内視鏡学会誌」→「日本内

視鏡学会雑誌」→「日本消化 器内視鏡学会

雑誌」と誌名が変更されていることがわか

る。 また、それぞれの誌名で の発行年、巻

数も記載されているため便利である。

ｂ）異誌名が表示されている

雑誌に複数の誌名がある場合は、異誌名
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ＭＥＤＬＩＮＥで の 検 索 結 果

Ｔｉｔｌｅ

Ｎｅｕｒｏｕｒｏｌｏｇ｝・：－ｔｈｅｌａｓｔｆｒｏｎｔｉｅｒ［ｅｄｉｔｏｒｉａｌ；ｃｏｍｍｅｎｔ］

Ａｕｔｈｏｒ

Ｓｔｅｅｒｓ ＷＤ

Ｓｏｕｒｃｅ

ＪＵｒｏｌ，１９９７Ｆｅｂ．１５７：２，６１５－６

Ａｂｓｔｒａｃｔ

Ａｂｓｔｒａｃｔｕｎａｖａｉｌａｂｌｅｏｎｌｉｎｅ．

ＬａｎｇｕａｇｅｏｆＰｕｂｌｉｃａｔｉｏｎ

Ｅｎｇｌｉｓｈ ニ

ＵｎｉｑｕｅＩｄｅｎｔｉｆｉｅｒ

９７１４９５６２

『現 行医 学 雑誌所 在 目録・ ９７（日 本医 学図 書 館協 会）』で は

（ＦＪＯ０９８７ＯＯ４）
ＪｏｕｒｎａＩｄ’Ｕｒｏｌｏｇｉｅ． Ｐａｒｉｓ

０２７０２９０３９－０４００５８０７２０８５２０２

（ｆＪＯ０９８８００８）
Ｊｏｕｒｎａ１ｏｆ Ｕｒｏｌｏｇｙ． ＢａｌｔｌＢｏｒｅ

００１－００３００５－０２５０２７－０４００４５－０６１０６６－０９７１００－１０４
Ｈ６２０２－２０３２Ｏ．Ｂ－２Ｏ９Ｚ１５２３１－２５１３１４４０２４０５

『Ｌｉｓｔ ｏｆ ＪｏｕｒｎａｌｓＩｎｄｅχｅｄｉｎＩｎｄｅｘ Ｍｅｄｉｃｕｓ』で は

ＪＵｒ。Ｉ（Ｐａｒｉｓ）

ＪＯＵＲＮＡＬＤ ＵＲＯＬＯＧＩＥ（ＰＡＲＩＳ）
ＩＳＳＮＯ２４８－≪）１８

ＣＯＮＴＩＮＵＥＳＩＮ ＰＡＲＴＪＯＵＲＮＡＬＤ
ＵＲＯ

ＬＯＧＩＥＥＴＤＥＮＥＰＨＲＯＬＯＧＩＥ．

ＩＮＣＬＵＤＥＳＲＥＰＯＲＴＳＯＦＭＥＥＴＩＮＧＳＨＥＬＤ
ＢＹＴＨＥＳＯＣＩＥＴＥＦＲＡＮＣＡＩＳＥＤＵＲＯＬＯＧＩＥ

ＡＮＤ ＲＥＬＡＴＥＤ ＯＲＧＡＮＩＺＡＴＩＯＮＳ．
Ｗｌ ＪＯ３７５Ｍ Ｊ４１０７００００

ＪＵｒｏｌ

・ ＪＯＵＲＮＡＬ ＯＦＵＲＯＬＯＧＹ（ＢＡＬＴＩＭＯＲＥ ＭＤ）
ＩＳＳＮ００２２－５３４７

Ｏ
ＦＦＩＣＩＡＬＯＲＧＡＮ ＯＦＴＨＥＡＭＥＲＩＣＡＮ

ＵＲＯＬＯＧＩＣＡＬ ＡＳＳＯＣＩＡＴＩＯＮ，ＦＥＢ．１９２１．
ＡＢＳＯＲＢＥＤ；ＵＲＯＬＯＧＩＣＡＬＳＵＲＶＥＹＡＮＤ：

／ ＩＮＶＥＳＴＩＧＡＴＩＶＥ ＵＲＯＬＯＧＹ，ＪＡＮ．１９８２― ．
ＷｌＪＯ９６８Ｈ Ｊ４１１〔ｘｘｘｘ〕

【 図 ４ 】

ＭＥＤＬＩＮＥで の 検索 結果 ・。

Ｔｉｔｌｅ

［Ｓｔｕｄｉｅｓｏｎ万ｂａｃｋｇｒｏｕｎｄｏｆｇａｍｍａ－ＧＴＰａｂｎｏｒｍａｌｉｔｙｉｎｈｕｍａｎ万ｍｕｌｔｉｐｈａｓｉｃｓｃｒｅｅｎｉｎｇ。（Ｐａｒｔ １）：

Ｅｆｆｅｃｔｏｆｏｂｅｓｉｔｙａｎｄｉｕｇｅｓｔｉｏｎｏｆａｌｃｏｈｏｌｏｎｇａｍｍａ－ＧＴＰｌｅｖｅｌｉｎｓｅｒｕｍ］

Ａｕｔｈｏｒ

ＭａｅｄａＳ；ＭｏｒｉｔａＮ
Ａｄｄｒｅｓｓ

ＤｅｐａｒｔｍｅｎｔｏｆＨｅａｌｔｈＣａｒｅ．ＳｃｈｏｏｌｏｆＭｅｄｉｃｉｎｅ，ＦｕｋｕｏｋａＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙ・
Ｓｏｕｒｃｅ

ＩｇａｋｕＫｅ瞎ｙｕ．１９９３Ｍａｙ，６３：２，５３－６８

『Ｌｉｓｔ ｏｆ ＪｏｕｒｎａｌｉｎｄｅｘｅｄｉｎＩｎｄｅｘ Ｍｅｄｉｃｕｓ』では

ＩＧＡＫＵ

Ｉｇａｋｕ

ＩＳＳＮ

ＫＥＮＫＹＵ． ＡＣＴＡ ＭＥＤＩＣＡ

Ｋｅｎｋｙｕ

〔Ｘ〕７６－５？７Ｘ
Ｗｌ ＩＧ３８５

（ＦＵＫＵＯＫＡ）

１０４２４００００

ＡＣＴＡＭＥＤＩＣＡｓｅｔＩＧＡＫＵ ＫＥＮＫＹＵ．ＡＣＴＡ
ＭＥＤＩＣＡ（ＦＵ（ＯＯ＆Ａ）

【 図 ５ 】

４２
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大 厦大医 ｔｅ和大 膏ｆｆ．大医 東医大 慈恵大 １（１９

５２）－ｌ８（ｌ９６１）日女大 Ｉ（Ｉ９９２）－Ｉ５（Ｉ９Ｓ９）適中 Ｃ”

（１９５２）ｌ？－ｌ．［Ｓ－６３．７－１１．１３－１８（１９６１）Ｓ師Ｓ Ｉ

（１９５２）－Ｉ８（ｌ９≪ｔ）

富ｓ大 ２（ｌ９５３）－７．１０．１１１４．１８（１９６１）全医大［１０

（１９５７）】

岐大Ｅ Ｉ（１９５２）－１３．［Ｕ］．１Ｓ－１６（１９６１）名市大Ｓ Ｉ

（１９５２）－１８（１９６１）

京大ｓ ｖ．府医大１（１９５２）－１８（Ｉ９６Ｉ）阪市大医 １（１９

３２）－８（１９ｅ≪）阪医大 Ｉ（Ｉ９５２）－１８（Ｉ９６Ｉ）阪歯大 １

２（１９５８）－Ｉ≪（１９６１）兵廠医大【１（１９５１）－２〕．３－１８（１

９６１）天覆大 ４（Ｉ９Ｍ）．［＆－７】．［１０（１９５７）３

鳥Ｓ大２（１９Ｓ３）．４．７－Ｕ，ｔＳ－Ｉ≫（１９６ｌ）広大Ｓ Ｉ（Ｉ９Ｓ

２）－４．ｒ５｝ｆｒ－ｌ８（１９６１）山口大Ｓ［Ｉ（１９５２）１２－３．

【Ｏ．５．〔６１．［１０１、１１－１８（１９６１）番医大 １（Ｉ９５２）－１７

（１９６０）

佐医大Ｉ（Ｉ９Ｍ）－Ｈ．ＣＩＳ－１Ｕ．１８（１９６１）長大Ｓ １（１９

５２）－７（１９Ｓ５）鰻大医 １｛１９５２）－Ｉ８（Ｉ９６Ｕ 猷 宇

［９（１９５６）－１０Ｃ１９５７）】福岡大医 ＵＩ９５２）－Ｉ８（１９６１）

＜ＡＮ０００００９４８＞

日本 内科小兄科中 央雑誌 ／日本 内科小兄 Ｍ中

央 帷結杜

Ｉ巷 （昭ＩＩ．９／昭１１．１２）－

東京 ： 日本内 科小兄科中 央扱ｔｓｔｔ ＦＩＤ：

００１３６＆００

継続後結：日本内 科小児Ｍ中 央探ｉｔ． 復剣

／肢學書院 （ＡＮ００３０６１Ｗ ）

北大 ｌ（１９３６）－ｔ．［３（１９３８）］

福鳥医大 ｌ（ｌＳ３６）－ｇ．【９｛１９＜≪）］

鴫医大ｌ（１９３≪）－２，Ｃ４－６３．７－８，ｒ９（Ｉ９≪）］労研［３（１

９３８）】、＊－８．ｒ９（Ｉ９Ｍ）］

頁大Ｓ ｌ（１９３≪）－７．【８（１Ｍ３）］｜ｘ 医歯大 １（１９３≪）－エ３．

【４】．ｉ－７．〔８－９（１９≪）］慶大Ｓ Ｉ（１９３６）－６．ｔ７〕．＆－９

（１９４４）昭和大 １（１９３＜）－９（１Ｍ≪）頁Ｓ 大１（１９３６）

－８．【９（１９４４）］ＥＸ大 Ｉ（Ｉ９３６）－６．ｒ７］．８（１９＜３）ＩＳ

ａ ４（１９３９）－６．〔７（１９４２）］

富ｓ大 Ｕ１９３６）－８（Ｉ９≪３）盆医大 ｌ（１９３６）－≪．［７１．ｇ．

［９（１９≪）１

蚊大 蚊大医 １（１９Ｍ）－７（１Ｍ２） 市大医 Ｕい９３６）－９

（１９≪）

京大Ｓ １（Ｉ９３６）－８．Ｃ９（Ｉ９４４）｝阪大生ｌ（１９３６）－ｅ（Ｉ９

＜３）呻大Ｓ［２〔１９３７ト３〕．＜－≪（ｉｗ３）京府医大 １

（１９３６）－９（ＩＭ＜）阪医大 Ｉ（１９３≪）－≪．［９（ｌ≫４＜）〕近

大医 Ｉ（Ｉ９３６）－５（Ｉ９≪））兵廬医大［２（１９３７）］

鳥Ｓ大 １（１９３６）－７（１９＜２）広こ大医 Ｉ（１９３６）－２．ｒ３］．＜－

９（１９４４）山口大Ｓ ＵＩ９３６）－９（１９≪４）

佐医大 晨大Ｓ ｌ（１９３≪）－８（１９＜３）腹大平［１（１９３

６）〕、２、ｒ３１≪－５（１９４０）九歯大〔３（１９３８）１．４．［ｎ ？

（１９４２）柵岡大医 ｌ（１９３６）－８．［９（１９＜≪）］

＜ＡＮ１０３５３９００＞

日本内観学会大会発表論文集 ／日本内瞑学会
［叫］

東京：日本内観拿会事務局

注記：記述は第ｕ回（１９８９羊 月発斤）Ｋ－よる
異ｉｔ名：日本内咬学会大会発表－文輿

盆大Ｓ１２（Ｉ９８９）－１３（Ｉ９９Ｏ）

岡大麿Ｉ２（ｌ９Ｓ９）－１３（ｌ９９ａ）＋

＜ＡＮ０ＯＯ６５０５＞

日本内 規蹟 竿会Ｈ 誌 － ＧｕｔｒＭｎｔｃｒｏｌｏ（ｉｃ●ｔ

≪ｎｄｏ●ｃｏｐｊｒ

ＶｏＬ１５．ｎｏ．ｌ（Ｆｅｂ．１９７３）－Ｖｏｌ．１５．ｎｏ．４

（Ａｕｇ．１９７３）

暇京 ： 日本内ｍｍ学 会 ．１９７３ ＦＩＤ：００１１

９０００

継 続前誌ご日本内 視筒 学会誌 ／日本内Ｋ筒

学 会（．４．Ｖχ０２∂２＜２０）

継 続後ｔと：日本泊｛ヒ３ 内 観銕学 会雑誌 ＝

Ｃａｓｌｒｏｅｎｉｃｒｏｌｏｇｋａｌｅｎｄｏｊｃｏｐｙ（λＮ００Ｉ９２

Ｊ０２）

祠 外標題：Ｇａｓｉｒｏｃｎｔｃｒ。ｌｏＲｉｃａｌｅｎｄｏｓｃｏｐｙ

北大医 １５（１９７３）ＭＳ大【１５（１９７３）１ ≫Ｌ５大 １３（１９

ｎ）

東ｉｔ大Ｓ［１５（１９７３）］福鳥医大 １５（１９７３）岩医大

［１５（１９７３）】

Ｍｍ大Ｓ １５（１９７３）崎医大 北里Ｓ 聖マ医 防医大

［１５（１９７３）〕

東大ｉ １５（１９７３）夏医歯大［１５（１９７３）１ 杏大£ １５

【 図 ６ 】

（Ｉ９Ｔ３）１大ｓ ・ 大 昭和大 弩瓦大医 員医大 Ｃｌ

５（１９７３）１Ｏ恵大 １５（１９７３１賢女医大 東邦大医

［１５（１９７３）〕東邦大喘 １５（１９７３）Ｂ大Ｓ Ｃ１５（１９７

３１］日医大中 １５（１９７３）・ がん ４中 霞碩〔１５（１

９７３）］

新大ｕｓ 冨医大［１５（１９７３）】枢ｓ大 １ 大Ｓ ＩＳ（Ｉ９７

３）盆医大［１５（１９７３）３

浜医大 名大Ｅ５［１５（１９７３）】名市大Ｓ １５（１９７３）愛

医大 贋田学菌図〔ＩＭ１９７３）】

温医大 農大医ｒｉ５（１９７３）〕飯大± 双府医大ＩＳ（Ｉ９

７３）ＩＫ市大医 ＣＩ５（１９７３）］桑Ｓ大 １５（１９７３）和医

一大［１５（１９７３）］阪医大 １５（１９７３）聞医大［１５〔１９７

３＞〕兵庶医大 天哩炳１５（１９７３）

取大Ｓ［１５（１９７３）〕鳥ｓ大 １５（１９７３）広大医 番医

大［１５（１９７３）】Ｘ医± １５（１９７３）ＩＩＩＩ４医｜【１５（１９７

３）】

長大Ｅ ｒｉ５（１９７３）】（ Ｓ大 １５（１９７３）

〈 ＡＮ００２８２４２０＞

日 本内視 蹟学会誌 ／ａ本内 睨飛学 会

Ｖｏｌ．３，ｎｏ．１（１９６１．６）－ＶｏＬＭ．ｎｏ．４（１９

７２）

ＦＩＤ：０フ１１取刀

継続 前誌：日本胃 カメラ学会腰関 誌 ／日本

胃 カメツ学会 （ＡＮ００２８２利 ２）

継続 後誌：日本内 院鏡 学会雑誌 ＝

Ｃａｓｔｒ。．ｎｔ≪ｒ。ｌｏｇｉｃ．ｌｅｎｄ。ｓｃｏｐｙ（ＡＮ χχ６６

５０５）

異誌 名：Ｇａｉｔｒｏｅｎｌｃｒｏｌｏｇｉｃｉｌｅｎｄ。今ｃｏｐｙ

北大ｓ．ｉｉ（ｉ％ｎ－ｉ≪（ｉ”２）岨医大 ３（１９６１）．［４－５］，

６－９．［１０］，【Ｉ２］．１３．Ｕ｛１９７２）札医大 Ｊ＜１９６１）－≪．

［５１６－Ｉ＜（１９７２）

東北大Ｓ ３（ｌ９６１）．ｒ４－５１．Ｓ－≪．ｒ９］．Ｉｆｔ－１３．ＣＨ（１９７

２）］柵鳥医大【３（１９６１－１．Ｓ－Ｕ（１９７２）岩医大

［４（ｌ％２）－６］．７．Ｃ８）．９－１４（１９７２）

筑大 ８（１９６６）．［９－１０１．１１－１２（１９７０）千大賞 １１（１９６

９）－Ｉ３（１９７１）憤市大医 ４（ｔ９６２）－≪．【７１８．［ｎ ｉｏ－

１４（１９７２）Ｈａｓ大［３（１９６１）〕．４－１３．〔Ｕ（ｌ？７２）】

崎医大 ３（１９６１）．〔≪］，＊－Ｕ（１９７２）北里医 ３（１９６１）

－Ｕ（１９７２）聖マ医 ３（１９６１）－≪．ｒ９】．Ｉひ－Ｕ（Ｉ９７２）

ａ 見大 Ｉｌ（ｌ９６９）．ｒｉＪ－Ｉ４（１９７２）〕防医大 ３（１９６１）

－Ｕ（Ｉ９’２）

●大医 ３（Ｉ９６１）－Ｕ（１９７２）東・ 自大 Ｈ（Ｉ９７２）杏大

医 ３（１９６ｎ－Ｈ（１９Ｔ２）慶大Ｓ ３（１９６Ｉ）．ｒ５１．６－Ｕ

（１９７２）●大 ３（Ｉ９６ｎ－ＩＩ（１９７２）昭和大［６〔１９６

＜）．８－１４（１９７２）嗇京大Ｓ １２（１９７０）－Ｕ（１９７２）買

医大 ５（Ｉ９６３）－Ｕ（Ｉ９７２）駱－大 ｒ３（Ｉ９６１）］．４－１４

（１９７２）東女医大 ９（１９６７）－＼４（１Ｊ７２）東邦大Ｓ［Ｉ

４（１９７２）】東邦大ＩＩＩＩ（Ｉ９６９）－Ｕ（Ｉ９７２）日大医

［３（１９６１）－５］．６．［７１８－１４（１９７２）日医大中 ＜（Ｉ％

２）－Ｕ（１９７２）国がん ３（１９６２）－Ｕ（１９７２）連中 ３（１

％Ｉ）－Ｍ（Ｉ９７２）ｅ研 ６（１９ｅ４）－ｌ＜（ｌ９７２）

新大旭 ＆（１９６３）－Ｕ（１９７２）富医大 ３（１９６１）－Ｈ（Ｉ９７

２）＊ 大Ｅ ３Ｃｌ９６ｎ．ｒ４］．５－Ｕ（１９７２）福医大［８（１

９６６）－９］．１０－１１．［１２〕．１４（１９７２）價大医【７〔１９６

９〕．８．〔９］．ＩＯ－Ｕ（Ｉ９７２）＊医大 ４（Ｉ９６２）－Ｉ３、〔１４

（１９７２）】

浜医大［３（１９６１）３．４－１４（１９７２）名大医 ５（Ｉ９６３）－Ｈ

（１９７２）名市大Ｓ １２（Ｉ９７０）－Ｕ（１９７２）愛医大 ８（１

９６６）－１２．［Ｉ３１１≪（１９７２）墨田字皿図［５（１９６３）１

６．ｅｎ ．８、〔９］．１０－１４（１９７２）

重大Ｓ ３（１９６１）－！．７－ＩＩ．［ｌ２－Ｉ４（Ｉ？７２）】滋医大 ３（１

９６１）－Ｈ（Ｉ９７２）ｙｊ 医 ８（１９６６）－１４（１９７２）阪大生

［１０（１９６９）］１１－１４（１９７２）剋ｇＳ大 １２（Ｉ９７Ｏ）－Ｕ

（１９７２）阪市大Ｓ ９（１％７）－Ｕ（１９７２）奈医大【≫（１

９６６１－１０１．〔１２〕．１３．［１Ｉ（Ｉ９７２）〕和医大 ８（１９６６）－ｌ

４（１９７２）阪医大［５（１９６３）〕．６．〔７１．８．〔Ｉｌ〕．１２－Ｈ

（１９７２）ＭＩＳ大番【４（１９６２）〕．＆－ｌ３（１９７１）近大Ｓ

≪（Ｉ９６９）－Ｉ３．ｒＨ（１９７２）］兵●医大［６（１９６０ ］．

［８］．ＣＩ０）．ｌｌ．［１２－ｍい９７２）］天理病［８（１９６６）１９

－Ｕ（Ｉ９７２）

ＸＩ大Ｓ ＜（Ｉ９６２）－Ｕ（Ｉ９７２）鳥医大 ３（１９６１）－Ｉ０．【１

１】．Ｉ２－Ｕい９７２）広大医 Ｃ３（１９６１）－５］．ｆｒ－Ｕ（Ｉ９７２）

ｉ恩大友［５（Ｉ９６４）〕．６－８，［９（１９６７）］番医大［Ｓ（Ｉ９６

３）］．を－１２．［Ｉ３－Ｕ（Ｉ９７２）］耳医大 川崎Ｓ ３（１９６１）

－１４（１９７２）

九大Ｓ ３（１９６１）．［≪－７］．ｇ－９（１％’ｌ 長大医 １０（１９６８）

－１４（１９７２）久大医 ５（１９６３）－；（１９６５）廬医大 ８（１９

６６）－Ｈ（１９７２）

病院図書室 Ｖｏｌ．１７Ｎｏ．２，１９９７

ニホンナイフ

日本内耳生｛ヒ学研死会

・^ 内耳生化学（ ＼Ｓ’Ｏ）Ｉ７６９７７）

＜ＡＮＩ０２６８２３３＞

日本内地二於ヶん主妥工蔡農産物妥覧 ／農商
筋省農筋局

東京 ■■農商筋省呉筋局
注記：記述は大正１３．３Ｉ：よる

観書誌標題：農誘局悛

慶大ΞＩ３（１９２４）－Ｕ（Ｉ９２５）

日本内部監査協会

＝・ 月刊監査研究｛ＡＳ’０？２３２９２１）

φ ａ査資料（ＡＮ０Ｏ２ＣＨ１６５）

＜ Ａ Ｎ００ｔ９５８９ｔ ＞

日 本 内 分 泌 学 会 雑 誌 ／ 日 本 内 分 泌 学 会

３ （ Ｂ３２／Ｂａ ３）－

京 都 ＩＳ ＳＮ：α ７２９－０５５； ＦＩ Ｄ：０００ ４９６００

継 筏 前 誌 ：内 分 泌 卑 雑 誌 ／ 内 分 泌 学 会

（ ＡＫ ００１７６９ 凶 ）

異 誌 名：ＦｏＨ ● ｅｎ＆ ｘ：ｒｉｎｏｌ・ ｇｋ ａ Ｊａｐｏｎｉｃｉ ／／

異 誌 名ｉＴＶ Ｊａｐａｎｅｓｅ ｊｏｕｒｎａｌ ｏｆ

ｅｎｄｏｃｒｉｎｏｌｏｇｙ ・ ゛

北 大 ３｛ｌ９２７）－＜．〔８ ］．【Ｉ１Ｈ ２－１Ｓ．［ ３５－３６］．３９－（ ２．≪４

－ 石（１９７Ｉ） 北 大 Ｅ ３（Ｉ９２７ ）－１８、ｃｍ ．２０－２３．［ ２≪１

２Ｓ－４７．〔 ４８１、＜≫－Ｍ ．［ ６５（ １９８９）］＋ 帯 畜 大 ［ ２６（ １９Ｓ

ｌ ）－ｔ７］． ＆－３Ｉ．【３２（ｌ≪ ６）】 旭 医 大 ［ ３７（１９６１ ）１．Ｊ７

£．Ｃ３＆－≫ ］、≪ ）－４Ｉ．【 ≪ｌ ≪Ｊ －≪７．［ ≪ ］，＜９－６３．［ Ｍ －６

５（ １９８９ ）〕 札 医 大 ３（ｌ ？７）－２９．［ Ｍ ｌ．３１－６５（１９８

≫）十 蔓 皿 大 Ｓ３（ Ｉ９Ｔ７ ）－６５（ １９８９ ）－ｔ－ ＊ 輿 大 ＣＭ（１ 。

９７８）１ ５＆－６９．［ £０（１９６４）】

弘 大 医 ３（ １９７： ）．＆－１Ｏ．Ｃ１２］，１３－１７．【 １８ ］、１９．ｃｍ ．２Ｓ

一３２．［３３］ Ｍ －６５（ Ｉ剪９ ）＋ 東 北 大 Ｓ ３｛１９２７）－Ｉ９．２

Ｊ－６５（Ｉ９８９ ）＋ 秋 大Ｓ 【 ８（ １９３２ ）－９〕．１０，［ ３０１ Ｍ －＜

≪．［ ４５Ｔ，≪６ －６Ｓ（Ｉ９ｅ９）＋ 山 形 大 医 ５（ Ｉ９２９ ）－Ｉ７．２８．

３０一戦 ［ ≪ ｝．５０－５２，［ Ｍ －５６１．［ ６０１．［６２－＆５【１９６９ 〉】

福 鳥 医 大 ３｛ １９２７ ）－１９．［ ２２－２１］。Ｚ５、［ ２６］．２７－６５（ １９

８９）＋ 北 里 破 畜 ５０（１９７０ －６５（ １９８３ ）十 岩 医 大 Ｊ

（ １９７７ ）－Ｓ．〔 ９］．１０，［１１ ］．１２－？０．２２．［ ２≪］．２５．Ｃ２６－２

７１．２８－６５（１９８９１ ＋ 奥 羽 大 ３（ｌ９２７）－≫，〔 ５１．６－１２，

［ １３］．１４－１５．［１６１ １７－１９．〔 ２７１．２８－３１．ｒ３３１．Ｊ＜－≪７．

［ ≪！ ４９－６５（ １９８９ ）＋

筑 大 ９（ １９０３ ）．Ｃ” ／Ｊ．１２－ｌＸ １５．１８．＜＊－≪ ．【６５（１９６８）］

雫 大 Ｉ７（Ｉ９＜１）－Ｉ８．［１９］．２０－２１，［ ２２１ ２３－２６．【 ２７（１

Ｋ ２ 】］ｎ 大 ３６（Ｉ９６０ ）－≪０（ １９８４）Ｉ？ 大Ｓ ３（１９２７）－

１７．Ｃ１８ ］．２０－６５（ １９６９ ）十 千 大 亥 ３（ １９Ｚ７ ）－６６（ Ｉ９９

ｏ ）－４－ｊｒ 工 大 最 ［ ５３（Ｉ９Ｔ７ ）－５６ 〕．［ ５８－５９１ ６０．［ ６１－６

２］．６３－≪＜（１９８８ ）＋ 憐 市 大 ５ １６（ＩＭ ））－１７．（ き）．

ｒ２５－Ｚ７Ｊ．３０－３１．Ｃ３２－Ｉ！］．Ｍ －４４，〔ｉＳ 〕Ｉ．４６，［ ４７－Ｍ ］．

＜９－６５（ｌ９ｅ９ ）＋ 自 医 大 ３（ １９Ｚ７ ）－１７．［ １８－１９１ ２０－２

＊．［２５－２７１ ≫ 一眼 ４９．［ ５０－５１］，５２－６５（１９８９）＋ 独

Ｂ Ｅ 大 ３９（ １９６３ ）－６６（ １朔 ）＋ Ｉｔ 医 大 ｒ３２（１９Ｓ

７］１ ３１－６５（ １９８９ ）＋ 喊Ｂ 大 ３５（ Ｉ９５９ ）－£Ｉ（Ｉ艶 ５）

女 栄 大 坂 ≪ｌ（１９６５）－ｍ ［ ＊７（Ｉ９７Ｚ）】 明 海 ｍ ＊（ ９

７１）－６５（Ｉ弛 ９）＋ 買 血 大 ３（ １９２７）－ｌｔ［ ｍ ｉ＜－１６．
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『学術雑誌総合目録

－４３－

（和文編）１９９１年』
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表示されている（図６）。たとえば、「日本

内視鏡学会誌」と「日本内視鏡学会雑誌」

の異誌名は、「Ｇａｓｔｒｏｅｎｔｅｒｏｌｏｇｉｃａｌ

ｅｎｄｏｓｃｏｐｙ 」であり「日本分泌学会雑誌」

の異誌名は、「Ｆｏｌｉａｅｎｄｏｃｒｉｎｏｌｏｇｉａ

Ｊａｐｏｎｉｃａ」「ＴｈｅＪａｐａｎｅｓｅ 」ｏｕｒｎａｌ ０ｆ

ｅｎｄｃｒｉｎｏｌｏｇｙ」であることがわかる。

Ｃ）書誌データが利用できる

その他に、『学術雑誌総合目録』には図

７、図８のように、詳細に書誌データが掲

載されている（出版地・出版社・一般注記

・ＩＳＳＮなど）。これらをうまく利用して、

目的の雑誌を見つけ出すこともできる。

以上、病院図書室の相互貸借業務に役立つ

と思われる書誌について、簡単に紹介をして

きた。すべてを取り揃えることが望ましいが、

このうち、『医中誌収載誌目録』と『Ｌｉｓｔ

ｏｆＪｏｕｒｎａｌｓＩｎｄｅｘｅｄｉｎＩｎｄｅχＭｅｄｉｃｕｓ』

は比較的安価に購入できるので、各病院図書

室に必要な書誌として、是非備えてほしいも

のである。『学術雑誌総合目録』は、全分野

の学術雑誌が集録され、しかもかなり詳細に

調査ができるため、図書館員には心強い書誌

である。しかし、高価で購入が難しい図書室

も少なくないだろう。
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【 図 ７ 】

＜ ＡＮ ００ｎ ２１７Ｘ ＞

月｜刊 民｜放 ／ 日 本 民 間 放 送 達 盟

１壱 １号（１９７１．６）－

霞 東 ： 日 本 ｓ ｎ¶放 撲 連 盟｜ ．１９７ト ： ＩＳＳＮ：

０３８７－３８１１ Ｆ［ Ｄ：■ｔ０３０ ）２ＣＸ ）

継 ｒｎ ↑ｔ誌 ご紋 送 倫 理 ｍ 報｜ ／ 日 寡 民 間 放 送 逓

盟 （ Ａ Ｊ＞Ｉ１Ｏ１６Ｘ ン１Ｘ ）

継 続 前 麓 ご齢＆ 「７ｒ 告 ／｜ 日 本 民 間ｍ 送 達 盟｜開

発 郷 （ Ａ Ｎ １０３１９８９９）

注 記｜ご出 版｜者 変 更 ：万日 本 ｅ ｎ；¶｜放 送 遍 盟｜一 コ ー

ケ ｙ 出 版（ｌｉ 巻ｌ 号 －）

輿 大 【３（１９７Ｓ）］． －Ｉ７，（ １Ｓ（Ｉ９８８）〕 驚 ●大 Ｉ＜（ Ｉ９６４）

－１９（１９８９）十 跡 見 大 ７（１≫７７）－１２（Ｉ９Ｋ ）文 教 大海

甫 ９（１９７９ト １２．【 １３１ Ｕ －ＩＳ，ｒｉ６１ １７－１９（ １９８９）＋

栗 漏｜大 ■ｎ ● ［１（１９７１ト るｌ ｔ．Ｃ’－９１［ＩＩｌ ＩＪニー１９（１９

匈 ）＋

栗大 新 研 ＵｌＪ’Ｄ －ｉＳ（ ｇｅｇ）キ ー 嘱 ≪（ＩＳ７≪ト Ｉ９（ｉ９

Ｍ ）十 夏 大Ξ Ｉｔ（ｌ９ｅ６ト １８（１９ｅ８ ）＋ Ｊｔ 智 大［ Ｊ（Ｉ

京 ｅ ｓ 立 近 代｜美 術｜鉱 ニ ， － ス

・５ 疏 る ： 京 都 国 立 近 代 美ｉｆｉ 館 ニ ， － ス

（Ａ Ｎ α λＳ７８８ａ フ）

オコック會

ゆ 観Ｍ （ＡＮ００２８Ｓ^Ｏ７）

ｏ 水Ｓ．學旅誌［ＡμＯＯＩ２－ｔＳＳ１）

そこで、協議会では会員委託サービスセン

ター（学術雑誌部門）として、この学術雑誌

総合目録による国内所蔵館調査を行っている。

現在では大阪府立母子保健総合医療センター

図書室に委託されており、『医中誌収載誌目

録』や『ＬｉｓｔｏｆＪｏｕｒｎａｌｓＩｎｄｅｘｅｄｉｎＩｎｄｅｘ

Ｍｅｄｉｃｕｓ』で調査しても不明な場合は、セン

ターに調査を依頼すればよい。依頼に際して

はセンター指定の用紙（各会員に配布済み）

を使って申し込む必要がある。

（３）ＮＡＣＳＩＳ－ＩＲ の利用

ＮＡＣＳＩＳ－ＩＥ は、学術雑誌総合目録を、オン

ライン上で検索できるシステムである。３）

雑誌に限らず、単行書（和洋）の検索 もでき

たいへん便利である。接続にかかるコストも

安価で、各図書室で導入されることをお薦め

する。『学術雑誌総合目録』の冊子体を購入

するよりも、むしろ低コストであることから、

病院図書室には魅力的なシステ ムといえ る。

Ｏ 回のアクセス料は３０円。ＪＩＣＳＴ のゲート

ウェイサービスを利用する場合は１［回］６０円

となる。）

（４）医中誌ＣＤ－ＲＯＭ，ＭＥＤＬＩＮＥ の利用

利用者からの申込形態で、データベースの

打ち出しリスト以外の場合で、書誌事項に不
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Ｔｕｌｓａ

継 屁 前 記：Ｔ ｈｔ Ａ ｍ・「ｋａｎ Ａ ｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ ｏｒ Ｐｅ－

ｉｒｏｌｅｕｍ Ｃ ．。ｌ．Ｋｉｉｌｊ ｂｕｌｌｅｔｉｎ ／ ｔｈｅ Ａ ｍｅｒｋａｎ

Ａｓ９ｏｃｉｔｔ≫。ｎ ｏｆ Ｐｅｔｒｏｌｅｕｍ Ｇｅｏｌｏｇｉｓｔａ

（ Ａ Ａ１０６００１Ｓ２ ）

翼 誌 名 ＝Ａｍ ｅ「ｉｃａｎ Ａ ９（ｘｉｌｔｉｏｎ ｏｆ Ｐｅｌｒ。Ｉｃｕｍ

Ｃｃｏｌｏ（ ｉｓｌｌ ｂｕｌｌｅｔｉｎ

ＩＳＳＮ ．－∂ｉ＜＊，Ｊ＜２３

北 大 ａ Ｓ８（ ｌ≫７≪）－７Ｓ．Ｃ７ｔ（ １９９Ｊ）］十 北 教 大 聞 Ｓｇ（ｌ９７≪）

皿 【（ｉｉ ｔ２－≪９．ｒ７ｏ】。７１．［７２（ １９８８ ）】宣 工 大 Ｍ

（ １９７４），［ ５９）．Ｍ ．【ｔｌｌ ６２－７Ｓ｛ １９９２ ） 地 質ｉｔ 海 Ｍ

（ １７７４）－６Ｓ（ｌ笥ｉ ）

弘 大 ５８（１９７４）－７６（１９９２）＋ 竃 大 ５≪（ １９７４）－Ｓ０．Ｃ６ｌ ）．６２
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ｂｕｌｌｅｔｉｎ ．

Ｑ Ａ ．Ａ ．Ｐ．Ｃ ． ｂｕｌｌｅｌｉｎ． （ ＡＡ ００５０２３６Ｓ ）

【図８】 学術雑誌総合目録（欧文編：１９９４年）

学術雑誌総合目録（和文編：１９９１年）

－４４－



備があった場合、ＣＤ－ＲＯＭで検索をして、正確

な書誌事項を見つけだすことができる。

参考までに各種書誌類やＮＡＣＳＩＳ－ＩＲなどで

調査をする際、ちょっとした目のつけかたで

雑誌を見つけ出すことのできる事例を紹介し

たい。

医学雑誌には、「日本～」「臨床～」（国内

誌）、「Ｊｏｕｒｎａｌ ～」「Ａｍｅｒｉｃａｎ ～」（欧文

誌）ではじまる雑誌が多い。略誌名にすると、

それぞれ「日～」「臨～」「Ｊ．～」「Ａｍ．～」

となる。

利用者から依頼される書誌事項には、これ

らが抜け落ちていることが往 ４々こしてあるが、

このような時には、推理力をはたらかせて調

査をしてみることも必要である。

４。おわりに

電子情報時代をむかえて、私たち図書館員

に求められる役割もしだいに変化している。

しかし、どんな時代においても利用者が求め

る情報を提供していくことにはかわりない。

利用者はあらゆる媒体を利用して、情報の存

在を知ることが可能になり、必然的にオリジ

ナルの情報入手の要求も高くなってくるだろ

う。しかも正確に迅速にである。

４５
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当然のこととして、図書室に依頼される情

報（書誌事項）の範囲も広くなり、その中に

は不備のある書誌事項も存在する。そこに図

書館や図書館員に求められる役割がある。私

たちの力量を高めることで、入手が不可能と

思われていた文献でも入手可能とすることが

できるからである。そのノウハウを身につけ

ていくことが必要ではないだろうか。

今回、利用者から依頼を受けた書誌事項に

不備があった場合、特に雑誌名の同定につい

て、どのようにすれば正確な誌名を確認でき

るかについて、主に書誌の利用方法を中心に

まとめてみた。

少しでも参考になれば幸いである。
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